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高校入学者選抜における英検加点について 

 

１ 総 括 

・すべての全日制高校において、英検３級以上を取得した生徒が受験している 

・３級以上取得者が 62.8％（全国１位）となり、スピーキング力を高めるという

所期の目的を達成 

・入試で４技能を評価することにより、中学校における４技能を伸ばす授業実践を

後押し 

 

 

２ 結果分析 

・倍率１倍を超える高校の受験者は、３級以上取得者が多い 

・学校ごとに受験者の取得級が類似（例：藤島 準２級が 64.8％、羽水 3級が 69.5％） 

・加点制度により合否の変更は出現するが、その影響は限定的 

 （合否の変更は７校 13 名で、１校最大３名） 

  ※出現した合否変更 

   ２級合格 →３級不合格、 準２級合格→３級不合格 

   準２級合格→級なし不合格、３級合格 →級なし不合格 

・加点により英語の合計が 100 点に達した生徒は全員合格（７校 18 名） 

・合格者のうち英語塾に通っていた者の割合 46.3％ 

   〃   英検対策のために塾に通っていた者の割合 15.1％ 

   〃   普通科、職業系ともに取得級が上位になるほど塾に通う割合が高い 

 （参考）H29 全国学力調査（４月 18 日実施）における調査結果 

      塾に通っている生徒の割合（英語以外も含む） 49.2％ 

 

 

３ 見直しの考え方 

・通常の授業で行う４技能については、入試においても評価することが適当である

ことから、英検による加点は継続 

・今年度の入試結果分析から、英検加点の合否への影響は限定的であり、英語の成

績（素点）と総合成績の相関も確認できたことから、加点幅については縮小 

 

  

資料 1 



- 2 - 

４ 加点制度見直し（案） 

 

○英検取得者が多い受験校の状況（受験者のうち、３級以上が７割超の学科） 

№ 
学科 

（※１） 
３級以上 準２級以上 

３級以上の取得者の数が

試験定員（※２）を超過 

1 Ａ 98.8％ 77.6％ ○ 

2 Ｂ 96.4％ 42.7％ ○ 

3 Ｃ 92.5％ 14.2％  

4 Ｄ 90.3％ 33.9％ ○ 

5 Ｅ 87.5％ 43.9％ ○ 

6 Ｆ 87.1％ 48.4％ ○ 

7 Ｇ 83.0％ 13.5％  

8 Ｈ 81.2％ 15.7％ ○ 

9 Ｉ 76.7％ 13.3％  

10 Ｊ 75.9％ 44.8％  

11 Ｋ 72.2％  5.6％  

12 Ｌ 71.8％ 15.4％ ○ 

13 Ｍ 71.1％ 17.3％  

14 Ｎ 70.5％  1.6％  

（※１）複数の学科をもつ学校は学科ごと、（国）は国際科等 

（※２）推薦合格者を除く一般入試の定員 

 

○見直しに当たり、考慮すべき点 

・英検加点により合格となった生徒（７校 13 名）はいずれも、ボーダーからの点

数差が５点以内である。 

・本県では、現中３生の 23％が既に３級を取得している。 

 

案１ ２級への１５点加点を廃止し、準２級以上について１０点、３級に５点を

加点。 

 

案２ 原則、３級以上に５点を加点。ただし、これに代えて、学校によっては準

２級以上へ加点する。準２級以上への加点を行う学校は、平成 30 年度入試に

おいて、３級以上が８割を超え、かつ準２級以上が４割を超える学校、または、

国際科等で高いスピーキング力を持つ生徒を求める学校とし、県教育委員会と

協議して決定する。 

 

案３ ３級以上について一律５点を加点。 

 

【参考】 

・案１～３のいずれも、上限は 100 点とする。（平成 30 年度入試と同じ） 

（国） 

（国） 

（国） 
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○中学３年生において、英検３級以上相当の英語力を有する生徒の割合 

   福井県 ６２．８％（全国１位）   全国平均 ４０．７％ 

               出典：平成 29 年度「英語教育実施状況調査」 

 

○英検取得者の学校別取得割合状況
No. ３級以上 準２級以上

1 98.8% 77.6% （藤島）
2 96.4% 42.7% （高志）
3 91.8% 20.4% （武生東）
4 86.0% 41.2% （武生）
5 83.0% 13.5% （羽水）
6 81.2% 15.7% （金津）
7 68.8% 15.6% （大野）
8 66.2%  3.1% （武生商業）
9 65.3% 13.4% （敦賀）
10 65.2% 18.3% （若狭）
11 65.1% 12.0% （福井商業）
12 56.2%  7.6% （勝山）
13 54.6%  3.6% （鯖江）
14 40.0%  5.5% （三国）
15 39.9%  3.8% （足羽）
16 35.6%  3.4% （丸岡）
17 34.9%  1.3% （美方）
18 27.8%  0.0% （科学技術）
19 25.4%  0.0% （武生工業）
20 24.6%  0.7% （敦賀工業）
21 18.9%  0.9% （丹南）
22 17.9%  0.0% （丹生）
23 17.3%  1.5% （坂井）
24 17.0%  0.0% （福井農林）
25 12.8%  0.8% （奥越明成）
26  5.8%  0.6% （若狭東）


